
今
年
度
の
当
館
企
画
展
は
、
「
所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田

の
行
事
と
く
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
前
期

が
八
月
二
十
四
日
（
月
）
か
ら
九
月
二
十
二
日
（
火
）
、

後
期
が
十
月
三
十
日
（
金
）
か
ら
十
二
月
一
日
（
火
）

の
日
程
で
す
。
前
期
と
後
期
で
テ
ー
マ
は
同
じ
で
す
が
、

前
期
は
夏
を
中
心
に
、
後
期
は
冬
を
中
心
に
し
て
若
干

の
展
示
資
料
の
入
れ
替
え
を
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

秋
田
県
に
限
ら
ず
全
国
各
地
で
各
種
行
事
や
お
祭
り
が

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
企
画
展

に
お
い
て
当
館
所
蔵
資
料
に
よ
り
先
人
た
ち
の
歩
み
を

た
ど
り
な
が
ら
、
秋
田
の
魅
力
を
見
つ
め
直
す
機
会
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
号
の
古
文
書
倶
楽
部
で
は
、
企

画
展
に
お
け
る
主
な
展
示
資
料
で
あ
る
「
風
俗
問
状
答
」

ふ
う
ぞ
く
と
い
じ
ょ
う
こ
た
え

を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
数
多
く
展
示
し
て
い
る
資
料
が
、

「
風
俗
問
状
答
」
で
す
。
文
化
年
間
、
幕
府
の
御
用
学

者
で
あ
る
屋
代
弘
賢
が
、
諸
国
の
生
活
ぶ
り
に
つ
い
て

や
し
ろ

ひ
ろ
か
た

全
部
で
一
三
一
項
目
に
お
よ
ぶ
質
問
を
し
た
も
の
を
「
諸

国
風
俗
問
状
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

対
し
て
回
答
し
た
も
の
が
「
風
俗
問
状
答
」
で
す
。
現

在
、
出
羽
国
秋
田
領
の
他
に
備
後
国
福
山
領
、
越
後
国

長
岡
領
な
ど
、
約
二
十
種
の
問
状
答
の
存
在
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

秋
田
領
の
「
風
俗
問
状
答
」
は
、
儒
者
で
あ
る
那
珂
通
博

な
か

み
ち
ひ
ろ

と
地
誌
編
纂
に
携
わ
っ
た
淀
川
盛
品
に
よ
り
編
著
さ
れ

よ
ど
が
わ

も
り
た
だ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
当
館
所
蔵
本
の
他
に
も
異
本
の
存

在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
内

閣
文
庫
本(

五
冊
構
成)

、
同
じ
く
内
閣
文
庫
本(

二
冊
構

成)

、
大
館
市
立
栗
盛
記
念
図
書
館
所
蔵
の
真
崎
文
庫
本
、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
の
四
種
で
す
。
こ
れ
ら
の
異

本
と
の
比
較
展
示
を
し
た
コ
ー
ナ
ー
も
展
示
し
ま
す
。

当
館
所
蔵
本
は
、
風
俗
編
・
神
社
仏
閣
編
・
図
編
の

三
冊
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
期
展
示
で
は
、
眠
り

流
し
（
竿
燈
お
よ
び
能
代
の
眠
り
流
し
燈
籠
）、
カ
マ
ク

ラ
、
さ
い
の
か
み
祭
り
を
展
示
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
図
に
対
応
し
た
叙
述
と
翻
刻
も
一
緒
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
「
風
俗
問
状
答
」
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
図

編
の
図
に
は
、
必
ず
そ
れ
に
対
応
し
た
叙
述
が
風
俗
編

に
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、
図
だ
け
で

「風俗問状答 1」

(混架7-576-1)

は
読
み
取
れ
な
い
、
当
時
の
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
ま
す
。
図
と
叙
述
の
一
例
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
眠
流
し
て
ふ
こ
と
、
城
北
の
能
代
の
港
に
ハ
、

こ
と
に
は
な
や
か
に
候
。
わ
た
り
ハ
二
丈
ば
か
り
、

高
ハ
三
丈
に
も
四
丈
に
も
す
る
。
屋
台
・
人
形
さ

ま

〱
の
工
を
尽
し
、
皆
蠟
引
た
る
紙
に
し
て

五
彩
を
い
ろ
ど
り
、
瑠
璃
燈
に
似
た
り
。
年
々
新

奇
を
競
ひ
、
も
と
も
壮
観
に
て
候

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
図
の
み
で
見
る
よ
り
も
、
印

象
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
今
回
展
示
す
る
「
風

俗
問
状
答
」
の
他
の
図
も
同
様
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
「
風
俗
問
状
答
」
の
他
に
も
、

各
種
日
記
や
関
連
絵
図
、
日
吉
八
幡
神
社
の
記
録
な
ど
、

様
々
な
資
料
を
約
四
十
点
展
示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、「
祭
礼
図
」（
Ａ
Ｈ
三
八
五－

六
）
と
い
う
資
料
は
、

全
長
で
六
九
七
㎝
に
お
よ
ぶ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
資
料

で
あ
り
、
当
館
の
企
画
展
で
も
初
め
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
半
分
程
度
し
か
ご
覧
い
た
だ

け
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
祭
礼
の
生
き
生
き
と
し
た
人
々

の
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を

運
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
一
関
修
二
】

能代の燈籠の図
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令
和
２
年
度

企
画
展

「
所
蔵
資
料
に
み
る

秋
田
の
行
事
と
く
ら
し
」
か
ら

展
示
資
料｢
風
俗
問
状
答｣

に
つ
い
て

企
画
展
「
所
蔵
資
料
に
み
る
秋
田
の
行
事
と
く
ら
し
」

を
当
館
二
階
特
別
展
示
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
前
期
は
、

九
月
二
十
二
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
入
場
無
料
で
す
。
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。



古文書倶楽部 第97号 （2020年9月号）

八
月
二
十
九
日
は
「
県
の
記
念
日
」
で
す
。
明
治
四

年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
「
秋
田
県
」
が
誕
生
し
た
日

の
旧
暦
七
月
十
四
日
を
新
暦
に
換
算
し
、
昭
和
四
十
年

に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
（
以
下
の
文
章
は
、
当
時
の

史
料
に
沿
っ
て
旧
暦
で
記
し
ま
す
）
。

し
か
し
、
廃
藩
置
県
の
翌
日
か
ら
全
く
新
し
い
体
制

で
地
方
行
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の

後
、
十
一
月
二
日
の
府
県
統
合
に
よ
り
現
在
の
県
域
が

新
た
な
秋
田
県
に
設
置
さ
れ
、
翌
年
三
月
十
三
日
に
正

式
に
開
庁
し
ま
し
た
。

開
庁
ま
で
八
か
月
間
の
県
政
に
関
す
る
記
録
は
明
治

六
年
八
月
の
県
庁
舎
火
災
で
多
く
失
わ
れ
た
た
め
、
下

記
の
一
覧
表
に
挙
げ
た
わ
ず
か
な
史
料
を
使
い
、
こ
の

期
間
の
県
政
運
営
の
実
状
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
廃
藩
置
県
後
の
県
政
運
営

「
雑
記
」
に
よ
る
と
、
廃
藩
置
県
の
詔
が
出
た
翌
日
、

明
治
四
年
七
月
十
五
日
午
前
十
時
、
秋
田
藩
の
東
京
邸

庁
（
元
藩
邸
）
責
任
者
の
信
太
権
少
参
事
が
太
政
官
に

出
頭
し
、
大
広
間
で
次
の
よ
う
に
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

今
般
藩
ヲ
廃
シ
県
ヲ
被
置
候
ニ
付
而
ハ
、
追
而
御
沙
汰
候

マ
テ
大
参
事
以
下
是
マ
テ
ノ
通
事
務
取
扱
可
致
候
事

大
参
事
以
下
の
職
員
へ
以
前
通
り
事
務
を
行
う
よ
う

に
指
示
し
て
い
ま
す
。
県
令
や
権
令
が
未
だ
任
命
さ
れ

け
ん
れ
い

ご
ん
れ
い

な
か
っ
た
の
で
、
幕
末
の
家
老
須
田
盛
貞
が
明
治
期
の

す

だ

も
り
さ
だ

秋
田
藩
か
ら
引
き
続
き
秋
田
県
の
大
参
事
も
務
め
ま
し

た
。
七
月
以
後
の
「
公
務
控
」
を
見
る
と
、
秋
田
県
は

旧
秋
田
藩
の
職
務
分
課
を
部
分
改
正
し
使
っ
て
い
ま
す
。

○
廃
藩
置
県
後
の
佐
竹
家

「
久
保
田
藩
庁
記
録
」
で
、
七
月
か
ら
十
月
の
東
京

邸
庁
か
ら
秋
田
県
庁
へ
の
報
告
を
見
る
と
、
「
従
三
位
様

従
四
位
様

御
家
族
様

益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
奉

恐
悦
候
」
の
書
き
出
し
で
始
ま
り
ま
す
。「
従
三
位
様
」

じ
ゆ
さ
ん

み

は
佐
竹
義
堯
、「
従
四
位
様
」
は
そ
の
養
嗣
子
義
脩
を
指

よ
し
た
か

よ
し
な
お

し
ま
す
。
八
月
か
ら
九
月
の
報
告
に
は
、
十
一
代
藩
主

の
正
室

諒

鏡

院
ら
の
東
京
府
移
住
に
関
す
る
記
録
が

せ
い
し
つ
り
よ
う
き
よ
う
い
ん

見
ら
れ
ま
す
。
十
一
月
の
報
告
か
ら
「
従
三
位
様
」
で

始
ま
る
書
き
出
し
が
消
え
る
の
で
、
佐
竹
義
堯
ら
が
既

に
秋
田
県
を
去
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

○
府
県
統
合
後
の
県
政
運
営

十
一
月
三
日
の
「
公
務
控
」
を
見
る
と
、
府
県
統
合

後
、
旧
県
管
轄
の
地
所
及
び
年
貢
と
村
々
を
新
県
に
引

き
渡
す
こ
と
、
当
分
、
旧
県
職
員
が
こ
れ
ま
で
の
庁
舎

で
事
務
を
扱
う
こ
と
を
太
政
官
の
指
示
と
し
て
記
し
て

い
ま
す
。
新
県
に
統
合
さ
れ
た
旧
秋
田
・
岩
崎
・
亀
田

・
本
荘
・
矢
島
・
江
刺
県
（
鹿
角
郡
）
で
は
、
旧
藩
以

来
の
職
員
が
引
き
続
き
仕
事
を
し
ま
し
た
。
十
三
日
に
、

村
上
光
雄
（
元
黒
羽
藩
士
・
現
栃
木
県
内
）
が
秋
田
県

く
ろ
ば
ね

「雑記」（Ａ312-80）

参
事
に
任
命
さ
れ
、
着
任
す
る
ま
で
当

分
の
間
、
新
県
の
事
務
は
旧
県
職
員
で

担
当
し
、
旧
秋
田
県
が
他
の
旧
県
か
ら

の
願
や
伺
に
添
書
を
付
け
て
諸
省
に
提

出
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。「
久

保
田
藩
庁
記
録
」
を
見
る
と
、
二
十
日

に
須
田
盛
貞
が
新
県
の
七
等
出
仕
に
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
病
気
を
理
由
に

出
勤
せ
ず
免
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

二
十
五
日
に
村
上
が
参
事
に
着
任
し
ま

し
た
。
「
明
治
五
年
明
細
短
冊
」
（
Ａ
二

八
〇
―
八
〇
）
を
見
る
と
、
県
職
員
の

約
六
割
が
旧
秋
田
県
職
員
で
す
。

○
新
秋
田
県
の
正
式
開
庁

明
治
四
年
十
二
月
二
十
七
日
、
村
上

参
事
の
上
司
と
し
て
、
島
義
勇
（
元
佐

よ
し
た
け

賀
藩
士
）
が
権
令
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

「
雑
記
」
を
見
る
と
、
島
権
令
の
着
任

は
明
治
五
年
二
月
末
で
す
。
ま
た
「
公

務
控
」
を
見
る
と
、
三
月
ま
で
は
旧
県

も
併
存
し
て
管
内
の
事
務
や
残
務
処
理
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
旧
県
職
員
か
ら
新
県
職
員
へ
事
務
が
引
き
継
が

れ
、
三
月
十
三
日
に
新
た
な
秋
田
県
が
開
庁
し
ま
し
た
。

秋
田
藩
は
じ
め
旧
藩
の
職
員
に
よ
っ
て
、
廃
藩
置
県

以
後
、
太
政
官
か
ら
の
通
達
や
管
内
か
ら
の
上
申
が
処

理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
々
の
行
政
に
お
い
て
、
旧
藩

か
ら
県
へ
行
政
が
連
続
し
て
い
た
実
状
が
、
当
館
の
史

料
か
ら
分
か
り
ま
す
。
秋
田
県
は
、
旧
藩
の
職
員
と
組

織
を
土
台
に
生
ま
れ
た
と
言
え
ま
す
。

【
柴
田
知
彰
】

藩
政
か
ら
県
政
へ

～
旧
藩
を
土
台
に
生
ま
れ
た
秋
田
県
～
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